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私たちは部活動問題を一緒に考えて
いただける学会員を募集しています。

■会員のメリット
①学会大会に会員価格で参加できます
（年１回 ３月に開催）
②研究集会に会員価格で参加できます
（年１回 秋～12月頃に開催）
③研究紀要が送付(配付)されます
（年１回）
④会報をウェブ上で閲覧できます
（2月、5月、9月を予定）

■入会金
入会金 ： １,０００円

■年会費
一般会員： ７,０００円
学生会員： ３,０００円
賛助会員：５０,０００円

https://jaseca2017.jimdo.com/https://jaseca2017.jimdofree.com/
入会案内/

入会案内はこちらから ホームページはこちらから

mailto:jaseca2017@gmail.com
https://jaseca2017.jimdo.com/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd0xdzXS2HGKoDtqbjec2-TMRJXPPAevtOaZJpT6snebqiRjA/viewform
https://jaseca2017.jimdofree.com/入会案内/


設立趣意書

日本における部活動は、長年にわたって発展を遂げ、学
校教育に根付いています。教育文化の一翼を担っていると
言っても過言ではありません。活動に参加することで児童
生徒が生きがいを感じ成長・発達した実践などを通して、
部活動の良さや価値は認知されています。ただし部活動に
関する学術的な研究は、スポーツ科学や教育社会学をはじ
めとして研究成果が蓄積されている分野もあるものの、実
践の隆盛に比べれば文献や論文は多くなく発展途上の状態
にあると言えます。長年にわたって継続してきた要因や歴
史的経緯を含め、部活動の教育的意義や価値、学校教育の
中で果たす機能についてのさらなる研究が求められていま
す。同時に各分野に散在している研究成果を横断し俯瞰す
る研究も必要です。
近年では部活動のあり方が問われてきており、その存立

の意味も含めて問い直しの声が広がっています。例えば児
童生徒の負担の問題（家庭での時間や自由時間が少ない
等）、顧問教員の過重負担、教員の全員顧問制と児童生徒
の強制加入、過酷な練習や体罰、外部指導員との連携や質
的向上、部活動指導員（職員）の確保、保護者の理解と協
力、大会や練習時の送迎の問題、選手育成か教育かという
目的に関わる問題など、多様な問題や課題です。これらを
解決する方策を探り、部活動のあり方を考察するためにも、
学術的な観点からの知見が必要となっています。
部活動の研究には、その実態に即した多角的な分析が必

要です。健康・安全、成長・発達、キャリア、生活など児
童生徒の視点、指導方法、働き方改革、労働問題など教員
の視点、外部指導者、社会教育との関係など環境整備の視
点、法整備や指針、給特法など行政の視点等の多角的な視
点からの研究が進展することで、部活動のあり方を総合的
に分析・考察・追究し、実践に資する知見を提供すること
ができます。
そのためには教育学、教育心理学、教育社会学、カリ

キュラム論、教職論、教師教育学、教育史、特別活動、ス
ポーツ科学、グループダイナミクス、法学、医学、ボラン
ティア論、教育行政学、労働経済学など、多様な分野の研
究者が集い、学際的な研究を進展させることが不可欠です。
部活動の内容に関する分野としては運動関係だけでなく、
文化や科学・芸術に関係する学問（文芸、書道、音楽、美
術、演劇、映像文化、経済、自然科学、工学、家政、福祉、
その他の文化芸能）の研究者や、教科教育系の研究者によ
る知見も期待されます。
また、理論研究だけでなく、実践に携わる小中学校、高

等学校等の教職員等による実践研究も重要です。例えば、
部活動の学校教育における位置付け、教員や児童生徒の負
担軽減を図る仕組み・方策、休養日や大会のあり方、保護
者・地域との関係づくりなどについては、ただ一つの正解
があるものではありませんが、広く実践的な研究を行い、
効果的な施策・取組等について企画、実施し、普及啓発を
図っていくことが必要です。さらには研究者・実践者だけ
でなく、児童生徒の保護者、地域の指導者、教育行政関係
者、部活動経験者などが集い、誰もが議論や協議に参加で
きる共通の場（プラットフォーム）が必要です。
以上のことから、部活動に関する研究者、実践者、関係

者が一同に集い、部活動を学術的に分析・考察し、実践に
資するための知の蓄積およびそれらを公表し社会に貢献す
る場が必要であると考え、日本部活動学会（Japanese 
Association for the Study of Extracurricular Club 
Activities） JASECAを設立します。

設立発起人一同

日本部活動学会 第2期役員

■会長：神谷 拓(関西大学)
■副会長：長沼 豊(学習院大学)、望月 浩一
郎(虎ノ門協同法律事務所)
■理事
◯大会・研究集会担当：中塚 義実(筑波大学
附属高等学校)、中屋 晋(一般社団法人 日本
部活指導研究協会代表)
◯研究紀要担当：大橋 基博(名古屋造形大
学)、置塩 正剛(くくな法律事務所)、
森田 啓之(兵庫教育大学)
◯会報担当：玉木 博章(中京大学ほか)、
中島 憲(北海道札幌稲雲高等学校/北海道大
学教育学院生徒指導論講座)、長野 いつき
(音楽家)
◯広報担当：工藤 祥子(全国過労死を考える
家族の会/神奈川過労死等を考える家族の会)、
平澤 実(株式会社ベネッセコーポレーショ
ン)、三谷 佳之(特定非営利活動法人 全国学
校軽音楽部協会)
◯研究担当：神谷 拓(関西大学)、関 朋昭
(名寄市立大学)、堀江 なつ子(山梨英和中学
校高等学校)
◯事務担当：柴崎 直人(岐阜大学)、
由井 一成(学習院大学)
■事務局
◯事務局長：柴崎 直人(岐阜大学)
◯事務局次長：由井 一成(学習院大学)
◯会員管理：江頭 双美子(東京大学教育学部
附属中等教育学校)
◯会計管理：小西 悦子(学習院大学大学院
生)、東 弓佳(学習院大学大学院生)
◯会報：玉木 博章(中京大学ほか)
◯研究紀要：村本 宗太郎(常葉大学)
◯公文書作成：堀口 雅則(東京21法律事務
所)、斎藤 真弘(ファミリア法律事務所)
◯広報：小山 雄将(浦和麗明高等学校)
◯庶務：東 弓佳(学習院大学大学院生)
■監事：河島 徳基(株式会社RIGHT STUFF)、
妹尾 昌俊(教育研究家、学校業務改善アドバ
イザー(文部科学省委嘱))

任期：20年4月15日～22年総会(3月下旬)

■学会の活動
大会（年1回）
毎年3月末に開催
研究集会（年1回）
毎年秋～冬に開催
会員総会（年1回）
大会期間中に総会を開催し事業を推進

■各種事業
研究紀要（年1回）
部活動に関する学術的な知の蓄積を目指
し、研究論文を掲載
実践事例年報（今後発行予定）
部活動に関する優れた実践を紹介するこ
とを目的に刊行
WEB会報（年3回）
部活動に関する種々の情報、会員の声、
会務状況等を発信
情報発信（随時）
部活動に関する多種多様な情報を
WEB・SNS等で発信
共同研究プロジェクト
学会公認の共同研究プロジェクト(21年
度は上限3件、1チーム年額10万円以内)


